
施術所平面図（作成例）

1. 「あん摩マッサージ指圧、はり、灸」または「柔道整復」のいずれか一方の施術所とする場合

2. 「あん摩マッサージ指圧、はり、灸」と「柔道整復」の両方の施術所を併設する場合
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あはき、柔道整復
各々専用の施術室
固定壁等により明確に
仕切られていることが
望ましい

各々の専用の施術室
には、待合室または
通路から直接入れる
構造とすること

※各々の施術室の構造設備は、1と同じ考え方です。
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